








































本稿では①を｢導入｣､ ②を｢文型練習｣､ ③を｢会話練習｣と名付ける｡ ②の｢文型練習｣
は文単位の練習とし､単語レベルの活用練習( ｢おいしい｣ - ｢おいしくない｣のような変換
練習)は含めない｡
具体的に『みんなの日本語』 (スリーエーネットワーク1997)を例にとって説明しよう｡こ
の教科書は一つの課が｢文型｣ ｢例文5｣ ｢練習A6｣ ｢練習B7｣ ｢練習C8｣ ｢会話9｣ ｢問題｣によ
って構成されており､本稿の分類では､ ｢文型｣ ｢例文｣が①の｢導入｣､ ｢練習A､ B｣が②
の｢文型練習上｢練習CJ ｢会話｣が③の｢会話練習｣に相当する｡
教師や機関によって多少の違いはあるにしろ､語桑･文から会話､形･意味から場面へと
徐々に移っていくという方向性は共通しているだろう｡ ｢導入｣ - ｢文型練習｣ - ｢会話練習｣
という初級の教室活動の流れの中で､筆者が特に注目したのが｢文型練習｣である｡ ｢文型練
習｣は｢会話練習｣と異なり､実際の会話場面とは切り離された練習である｡ 『Japanese for































































のキュ-｣と名付けた｡ ｢これはNです｣という文型で､ ｢ペン｣ ｢机｣というキューを与え､







ロP マ字 ■漢字かな 英語などの媒介語 絵
1州3 『BEG INN ING JAPAN ESE』 ○ 症-1
1974 『にはんごのきそ』 ○
M l 『日本語初歩』 ○ ○




川や1 『Situa tiona l Funct ion al Jap anese』 ○
T】-】
○
lW T 『みんなの日本語』 ○ △ ○
川90 『げんき』 ○ ○ ○












































































































































する学習者自身( ｢表現主体｣ )なのか､自分が言う相手( ｢理解主体｣ )なのか､それとも第
三者( ｢話題の人物｣ )なのか､つまり｢誰が｣ ｢誰に｣言うのかを認識させた｡またその人が
何をしているのか､どのような状況なのか､何を考えているのかなど､必要な情報を口頭で
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